




溶連菌の細胞壁抗原に対する免疫低応答性を規定する HLA と連鎖した免疫抑制遺伝子は,

抗原特異的サプレッサーT 細胞を介して免疫応答性をコントロールしているが,この抑制

性回路にT細胞表面抗原の1つである2H4分子(CD45R)が重要な役割りをしていることが示

唆された。 


